
■発行 一般社団法人

群馬県介護福祉士会事務局
〒371-8525 群馬県前橋市新前橋町13-12

群馬県社会福祉協議会
地域福祉課内

TEL 027-255-6226 FAX 027-255-6173
ＵＲL https://www.gunma-careworkers.net/
E-mail info@gunma-careworkers.net

一般社団法人 群馬県介護福祉士会 会報 令和元年１０月１６日発行

Vol.90 2019. 11

介護を身近に。介護の仕事が身近に。介護福祉士が身近に。
「介護の日」はそんな１日にしたいと思っています。
この日をきっかけに介護の仕事をしている人
介護を学ぶ学生も、県民のみなさんも
誰もが「介護」を感じ、考え、身近にあるものだと
思ってもらえたらと今年も昨年同様企画いたしました。

【介護・かいご・KAIGO】というイベントでは・・・
・午前中は、介護コンテストを開催します。学生をはじめ
現役の介護現場で働く人たちで
課題を基に専門性や介護技術を魅せるコンテストです。
前回は学生のレベルの高さを目の当たりにし、会に激震が走りました。現場スタッフのエントリーが
少なかったとはいえ、優勝は高校生でした。今年は、学生ももちろんですが、現場で働く現役スタッ
フのエントリーを大募集しています。普段のケアをコンテストで披露してみませんか？あなたのケア
を活かすチャンスです！詳細は同封されている要項をご確認ください。
・午後は、映画の上映会を開催します。2017年から全国各地で1年以上にわたって劇場公開され、上
映会も国内外で800回以上開催されている映画『ケアニン～あなたでよかった～』。その製作スタッ
フが再び集まり製作した、在宅医療と介護をテーマにした映画『ピア～まちをつなぐもの～』を上映
いたします。
現在日本各地で上映会を実施しており、鑑賞した方のレビューも
「在宅医療がこんなにたくさんの人が関わっているとは知りませ
んでした」「在宅治療、在宅ケアの大事さを改めて実感しました」
「ターミナルケアの理想がここに」（原文まま）等、介護福祉士は
もちろん、一般の方が観ても十分に楽しめる内容となっています。
4月に公開されたばかりの作品を無料で鑑賞できるのも嬉しい
ポイントです。この貴重な機会にぜひご覧ください。
どなたでも参加できますので、ご家族や親せき
お友だちもお誘いあわせのうえお越しください。
皆さまのご来場お待ちしております。

日時：令和1年12月21日(土)9時30分～16時00分
会場：群馬県社会福祉総合センター8階
※同封されているチラシもぜひご覧いただき
当日お越しください

組織強化委員会



外国人技能実習の制度と研修報告
令和元年9月4日(木)5日(金)の2日間にわたり、ＮＬＣ新大阪8号館10階大会議室にて技能実習指導員

講習講師養成研修が開催され、群馬県介護福祉士会からは私を含む3名が受講してきました。

〈技能実習制度とは〉
平成29年11月に「外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律(平成28年法

律第89号)」が施行され、技能実習制度に介護職種が追加されました。技能実習制度とは、人材育成
を通じて我が国で開発され培われた技能、技術又は知識の開発途上国や地域等(以下、「開発途上国
等」という)への移転を図り、その開発途上国等の経済発展担う「人づくり」に協力することを目的
としています。
開発途上国等には、経済発展、産業振興の担い手となる人材の育成において、先進国の進んだ技

能・技術・知識(以下技能等という)を習得させたいとする強いニーズがありあす。
この制度は、そのようなニーズを持つ諸外国の青壮年労働者を一定期間我が国の産業界に受け入れ、

産業上の技能等を習得させ、帰国後彼らが当該国・地域の産業で活躍することを期待するもので、我
が国の国際協力・国際貢献の重要な一翼を担っています。
介護の分野で外国人職員を雇用できる制度は4つあります。介護福祉士の国家資格取得を目的とし

たＥＰＡ(経済連携協定)、専門的技術分野への外国人労働者の受け入れを目的とする在留資格となる
「介護」をもつ外国人の雇用、人手不足対応のための一定の専門性・技能を有する外国人の受け入れ
をする在留資格(特定技能1号)をもつ外国人の雇用、そして上記した技能実習制度です。技能実習制度
では日本の介護技術を外国人介護職員に移転し、その「人材」がそれぞれの国等で活躍することで、
その国の介護福祉を発展させていくことが望まれています。日本だけでなく世界に向けて介護福祉を
発信していく場ととらえることができます。
講習の中では実際に外国人介護職員にどのように指導しているか、どのようなことに注意している

かを学ぶことができました。なによりもまずは相手の国の文化や考え方を知ることが重要であり、
「伝える」ということひとつをとっても、工夫や確認がその都度必要であると感じました。そのため
のツールについても様々なものが用意されています。しかし、これらのことは外国人だから必要なこ
とではないとも思いました。我々介護福祉士の仕事は職員や連携機関、利用者様やご家族などに対し
多くの「伝える」ということを必要とされ、その精度を求められます。相手の立場や状況に合った伝
え方の工夫や確認の方法によって、皆様方も日々の仕事をしていると思います。技能実習生の指導に
ついて学ぶことで、基本的な指導方法や評価について再度確認することができ、学んだことは日本人
の人材育成にも必ず活かすことができるはずです。働いている法人や職場によって技能実習生の受け
入れ状況等は違うと思いますが、技能実習指導員講習について興味を持っていただき、自身のスキル
アップの場としても活用していただければと思います。

理事 高橋知之

出典：厚生労働省（外国人介護人材受け入れの仕組み）



研修募集・報告
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寝苦しい暑い季節から、秋らしくなった今日この頃。皆様いかかお過ごしです
か？先日うちの施設では、外出支援を始めました。利用者様と近くのこぶ観音へ
お参りをし、心太やノンアルコールの甘酒を飲食。笑顔の利用者様を見て、また
介護の仕事の”やる気パワー”をもらえました。

東毛支部 山﨑知世

介護福祉士会
会員数

845名

令和元年10月6日 日曜日、図南フットサル高崎にて、第二回群馬県介護福祉士会青年部主催のフット
サル大会を開催しました。
今回は、5チーム33名の方々に参加して頂くことが出来ました。
お忙しい中、都合をつけて参加していただき、青年部一同感謝しております。ありがとうございました。

まだまだ至らぬ点もあり、ご迷惑をお掛けした事もあるかと思いますが、次回の大会開催をより良い大会
が出来ますよう青年部一同邁進してまいります。
インタビューを参加者の方々にさせて頂きました。
インタビューより
「大会２回目も参戦できました。また次回あれば是非参加させていただきます。また、もっとチーム数が
多ければ楽しいと感じました。」
「楽しかったです。また、次回あれば是非参加させて下さい。今回八分一本でしたが、丁度良かったで
す。」など、
沢山の声を聴くことが出来ました。御参加くださった皆様からも、次回も大会があれば参加したいという
声をいただき、次回もフットサル大会を開催出来るよう邁進していこうと強く思いました。
また、天気にも恵まれ晴天の中、和気藹々とフットサルに打ち込み、時に真剣に時に楽しく試合に臨め

ている感じがとても印象的でした。最後に御参加いただきました皆様との集合写真では、試合を終えた達
成感と充実感のある雰囲気で撮れたことで思い出に残る一枚となりました。
これからも群馬県介護福祉士会青年部として、楽しみながら横との繋がりが出来るきっかけの場となる

よう、イベントを考えていきたいと思っております。
今後ともよろしくお願いします。

組織強化委員会 青年部

青年部主催第2回フットサル大会開催！


